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れていることなどである。初期値を Yo=108,• = 
(Wc)o 

Yo 

0.0725，媒本的ブロジェクシロンのパラメークーを a=

0.3, e=O.S, f=O,'.m=-=3.0, n=0.02として1liI述の人

口成長祈（反定のもとでのインド困民所得の成長がこのモ

デルによって灯Illされる。その結果は 1人当たり所得

(YiC) は19茄年を100 として泌年に I•I 仮定で；tl ：JB, M 

仮定では170, L仮定では195, 総所得の成•此耶‘.t、198L~

船年についてH仮定では3.5%，M仮定では'1.0%, L仮

定では 4.5％として示される。こうしてIll迎片｛が早めに

低下することは 1人当たり所得の」：外のみではなく，総

所得のより急速な成iとをもたらすこと，特にその成:J;:;':*
のがとはプロジェクト期問の後半においてより咽しくなる

ということが明らかにされる。そして n,e, f, Rの諮係

数を多少変化させても． lU旅本の・早い時期での低下がイ

ン＇：経済の成長に対して，累梢的な好彩,,を及ぼすとい

鐸本的な結詢‘.l:.’虻わらないのである。

V 

第5祁 rこの分析のより広い適用可能性」でほ，士ず
上述のような分析方法は人口的・経粁的諮条件の異なる

他の後進~1こも十分適用可能であろことが，メキシコへ

の適用を例として節郡こ述ぺられ，つぎに198(4も以降の

インド経済に対して出眩平の淡異が及ぼす影舒が慨汲さ

れろ。 I．期佑位の染が労拗力人口の大きさに反映しはじめ

るこの時期でもなお署者たちは， 1；¥'い人口成長水の布利

さということに対してf}i5th,.]である。

以上紹介してきた本？tの内容を一口にして評するなら

ば，それはインドの経済および社会の視尖に深く立ち入

って，そこからもたらされる成長の人r:1経済学的な帰結

を明快に浮き上がらせたみごとな実証研究であるという

ほかはない。本来紋も実践的であるぺきはずの後巡困経

済のIIIj題に対して，いたずI:,Iこ抽象的形式的な「方法論J

涵議や「liij囮捉起」に終始している人々にとって，本5りの

ごときじみちな梁荀ほ熟説がん味，再考三思するだけの

価値があろう。蚊後tこ経済理論の立楊からすれば，第4f岱

のブロジェクションのためのモデルがもし第3f祖の詳網

な予Wi的苓灰の線｝こ沿って多部門化（少なくともfi業，非
位深の両邪I'加）されていたならばとやや残念I•こ思われ

る。しかし荊渚たちのiii純なモデルでさえそれが枯つ視

実朴J1年派の明罰！さという点で，たとえばよく知られたマ
ハラノビス・モデルなどと比ぺれば数等まさっていると

いわなければならない。 （北悔氾大学助手 坂下 11•) 
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『東南アジアにおける

人口と発展』

¥V. s.トンブソン (1887~ ）は，本i!｝に先だつ2i!l|
の•：り物すなわら Da,1gcr Sf,ots ill World Population 

(1929)，および PoJ)I(lationu9l(I Pcocc iu the Pocific 

(1946)でアジアの人口l!li迅の筋IJ}]をtしなたが，これは

932次大戦後，激変羽：しいアジアに1.！汲点をおいてみたび
企てられたものである。消者の一1'［する主弘は，比較的

乏しい貨源と低い土地生酌性に怠培する人口を対応させ

た粉合，そこに生ずる人口圧力惑こそアジアのジレンマ

であり，危低を臨味するものであるというにある。そう

して111界人口の大部分を占める中国，インドおよび日本

を中心に人口，ぬ菜，工業などの語（問題を亥1Jり）に分析し

たものが本・・内であろ。

芳者は本因の冒頭でアジアの人nltl邸に伐1する一般的

特性をtii即に述ぺろ。それらは，（l）アジア地賊のtXい人

!=I密度と急述な人口増加，（2）必深ほi研の介r社とその能玲<
（J：］利用0)困雉性，およびそこからくる代源への圧力の

h.,I'/Jn, (3)エ棠I:'ti原に関する同様の性格，および生活水祁
向上についてのII訊ヽ Jも迅し，（4）経済開発のための沢源の
噴要性のi函政からくる圧迫惑の増大，（5）人口埒大を放l~t

した粉合の経済，：｝り発：こよる生活水地改i泊のT能性，（6）有
効た経務i}H発のため：こ平和が必要であること，逆の場合

の危欺，とされている。これについで第 2次大戦後のア

ジアにおける隈界tょ疾化—政浩がJ独立，技術扱助，公

衆術卑l喋の発達，肱児僻l限にl対する認謡，教打の普及，

経済の能亭化ーーについて信i1r．なコメントがつけられて

いる。

叙述は人nlli]糾に対するつぎのような一般的汲IUJIこ始

まる。「次の泄代において人口堺加ほどうなるだろう

か」，「これらの人口ift}J11を考・1.は1こ入れた楊合に，現在よ

り大さい只源に対する必炭性の削大を阻止する1こ十分な

ほど怠速な 1人当たり所得の増大がありうるであろう

か」。 これらtこ対する解答の糸口として打32卒「人口変

化のパクーン」，第 3名t「急速な経箔発屈の必要条件」

の党が述ぺられる。

署者は第2硲．一人口変化のパクーン及の汲初の邪分で肱



界の人11変化および人II分布の視状を明らかにL,人口

変化の紋も一••般的なケースとして i叫欧先逝Flの例をあげ

ている。それは1700年以iiりと以後の2期に分けられ，．1700

年以i}ijの特色としては，（l）沿iいl.ll生字（約t()/1000),(2) 

111生字にほぼ近い沿i死亡半，（3）iJI生:名に比 L•C死亡*の

変励の大さいこと，（4）この結果低い I~然増jJII宇による絞

桟な人「1:I?i1JIIをあげている。 1700年以後ほ染菜生旅(/).h"1

大と安定による死亡*の低下が蚊初に現われる。ー・・}ilIt

虹くは文化(lり・伝統的なものに大きく支配されてその後

かなりのIt]横ばいと秘け，嵌渫1’・:命およびそれに伴う部

市化の役附から徐人・に下降傾向が視われる。このltl0)lf与

1n1的ずれが人口の急~1を誘発するが．紋後には現イI：見ら

れるような仰b'ii1こ；立する。

.Lかしi奴近(1)アジアをはじめとする後進地域では．必
ずしもこのバクーンを粕能せず，灰学の迎歩などにより

急速に死亡半が低下し，依然としてj:::jいlII生氷とJ,11まっ

てかつてない人11J杓加視役をみせている。

トンプソンによればこのような急激な人11増加を見ろ

時に，つぎの第 3坪．「急述な粍消発展のための必要条件」

が考えられなければならない。そうしてここで社会21.:-:打

トンブゾンの後迎田l}り・苑理，iii'lが展1}}-lされるc すなわわか

れによると後逸地域において経済lif1発を行なうた，V．）には

経済的必嬰条件もさることながら，；とれよりまず社会的

必梃条件が先行すべきである。それはとりもなおさず伝

粒9)破壊iこ始ーよる。古来文化的伝統；こよって決定づけら

れた既~{F(/） {1Iii (1((f~J！は近代約経済発展と逆行するものであ

って，多くの経防学省が提叫する只本形成のlll]船も11:lf屈

依然たるilli値親のもとでは期待どおりの迅1戎はむずかし

い。たとえ i・や本恭祐があったとしてもそれはtl:，，くにして

非生鹿鉤なものであり， m要なのは｛砂碑本でも1iとも
有効に利用することである。そのため！こは経済発展を；；i1

止している要因である伝統の打破と，それにより経済姑

屈に好郁合な屈i捻を作り上げることが先決であるとす

る。そうして！ヽンプソンしtその政i'必を大きく教T・ftこjじ）

待する。そのつぎの段＼培として沢本将杖，；との効果的和1

用のための技術扱助，長期的に一11・した政策の脚行を保
証—わる政術の宏定， fl訊く的行政紐紐および経済批l発に不

町欠の天然位濶，より急速な発展を実視するための人口

抑11的などの必哄性がいえる。

これまで述べた総沿でみるかぎり， 1ヽンプソンの議，；＂

は汲近の経済uti琴 ll;；｛りの lつのグループ：こ屈する各研［の
泊点を踏殺しているにすぎない。すなわち lakC•O!f に至

るprccclndiiioI9Sの／iil凶．それが経済の自拌：的成長を期

丑
口
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待するに足るほどインバクトは強力でかつ持級（Iりなもの

でなくてはならないこと， prccOIulitiol1Sについては特

に社会(I:］側而がm：祝されることなどであふ。ただこの湯
令，特に牧WにiR点をおくことがトン．．）＇・ノン独自の提案

ではないにしてもかれの芯，：合の特色といえるであるう。

-:W:i.,.・は第4咲から箱17)'Pまでのlhlで1.1本，インド，中

lf4，バキスタン，セイロン，インドシナ半島縞東itiア

ジ刃ふしょ部．台硲，祁l鮮と各ド4別に人1..I,1；謀棠，工業

の9b'I：こその分析な汰みろ。その小心であり圧在であるの

はH木，インド，中国で以l・それらを中心に佃il'lt.s:紹介

をI、よう。

人1【の部分でば．その変化を中心に1l}!l：：半，死亡本を分

析する。 f1本の 192(）年～50年にかけての急ifi， ィンド

Q)l9加年までの ,,;~iii} とその後の名速な＂，I大，中fl4にあっ

ては1950年まで叫・？福と;.との後Uふ抒しい増加，セイロン

の戦後のそれらを人 n変化の：~Lい特色とする。この特
色を111生字，死亡冷立の分析からみるといずれの場合も依

然としてifiい出生埓に対する死亡冷切）激放からくるとい

う。すなわちl!）匪紀から今Jlt紀：こかげて(’.）探学の発迅

公釆術生？jt渫の進殷，森梁生旅， 1訊こ伐淵．4：．P紗）増大，

梢送．及gりの発迷が消しい死亡＊低下をl{｛米した。 n•本の

楊合であればこれらのほかに陥1i5化，家恥ml•9-lijの将及、

中屁1，インドなどの粉介伊lI91の安9とといったことがさら

に大きくf'f:JflL,こいる。このようにLて一1ぷ放近の勁1:,J

をつかなさらに l'-I 発 (1,•）な家族ii頃i (i府籾Iii)限）などを

liJlllfiするが11本を除いていずれの国の扮合も不徹底であ

り，伝統的生活1診熊が1H熊依然として強く残存すること

から，今後少なくとも20~3(）年1iりのさらに忍述な堺加頷

l(：」を ·-r,~成する。

つぎtこIIIt-•の既存の産棠であり粍済の1,荘名をなす森業

と，ついでエ棠の分析を行なう。アジアにあって；eの経
済が例外的な日本の拗合，その近代的経済への発）且で凸

某ヽ）果たした役躙・J:大きい。閲浩糀祈t1;1月米の伝統を打

破して「少政の特椛階級に留保されていたエネルギーを

大衆に解放」し，山棠生i砂）増大と既存の地主制を9llJI]

してそのマージンを中央政府に吸収する巧みな租税制l貶

により経済発展，工業化の迂金調追に成功した。徐々で

はあったがこの;j努はな発！艮ぱ他のアジアt雑1のモデルケ
ースとして社iく評価されている。さらiここうした発展沿

租についで現状分析tこはいるが食柑の一部海外依存，可

耕地の欠如，経済の貿易への佑jいi妬＇,:,失業省の tr?;IJU,

戦争による経済発殿の一時的中断などといったことから

今後の人口1悧Ill（自然増加氷1.4~1.5%)を巧える楊合，
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人口lE1J}＆--「他の地城の人々と!1ijら沿こよい生活がで

きるよう：dこ自分たちの労9甜を辺月）しうるような十分な土

地および他の資源をもっていないという一稲の惑tri」を

もって蒋者はこうよんでいるが ．の増大という悲洩的

期待の緒珈•こ達している。

イン：t 中国なはじめ他の固々の場合， p；•項tな紐ける

農菜の分析に始まり，経済Ufl発，工業化の楊合それに先

行する貶深改曲—土地改革をはじめ技術改良，経営の

合理化など一ー・ーの緊要性を説く。そういったことはイン

ドの均合特にその第1次， 2 次 5 カ年計画：•こ対する批判

として位棠頂点を弛潤するあたりから，また1hl；月の粉合

の重．t業化に対する批判からはっきりうかがえる。こう
いったぬ梁生派の向上，それについでエ哭化？召強潤する

が，このような瓶序をとる1位合の生眩の拡大ほ！社急なも

のはつまり塑むぺくもなく．やはりインドにおいてもそ

の4佗に近い人口：こ対して1.7~1.8％の人口培加． 6 (；む

の中国における2.0％のi1;,1加は，きたるぺき 20~30年liil

(•こ貸源のうえに大きな圧力が生じ緊張は免れないである

うとする。中共政府の公式発表による[89MI:]経済発展：こ

|•局して蛯者はきわめてt}浪的で，各種のi,'i級からやはり

伶々な発展以外の何ものでもないだろうという絋臼に逹

し，人口圧力の仲長を強滋している。このへんはどうも

人11刑加と経済発Jlとによる可1在人口の増大をもっと打扱

的に結合した椛造((-J分析が欠けていて，メンクルなもの

がロジックに先んじて結;;合を祁いたきらいがないでも

ない。

人I.I圧力という而できわめて楽硯的なのばインド，中

困という 2大人類集団のllりに横たわるlt校的人口密朕の

低い東州アジア地常である。ここでも半i!1部ほともかく

［いしょ部では人口分布の偏在からジャワ，ルソン島など

には人口圧力が生じている。しかしこれらは1甜勺移民に

よって大きく緩和される可能性があるので，アクシゴン

として外部｛こその圧力のエネルギーが転化される化険ほ

ここ20-30年間は考えられないとする。東南アジアに関

してはきわめて説褐的でないけれども，中共のインパク

トによる危浪惑を砿濶しているc

こうして各腔を終え蚊後の旗18店「人口圧力」のとこ

るで，アジアの人11と発展｝こ「閲する一般的結的が沿縮さ

れる。それは要する：こ人口圧力の問国であって経済灼炊

困と人口急削によって現実の改魯に対する悲扱的期待を

生じ，転じて一前の相対的王力惑となる。しかもその感

情は切迫した緊張を生じ，桔呆，はアクシ，，ンとして外怒

1こ何らかの形で祝われるであろうといって，昭i•こ伝略の

96 

形をほのめかしている。これこそアジアの当lltiする汲大

のGIli迅だと主弘四するのである。

さらに；笞者はこの人口iE力惑による危楼の対策：•こつい

て考察を迎める。出ず古来行なわれてきた「肱界の人口

と食~it供給」といった世界llりアブローチに対する反、；~Iこ

始まる。培者はこの世界的アブUーチをJI；現実的とし，

「人口圧力のIlり類は今日本租的に困家のFLり面であろ」と

いう立場に立眼IL.科学的広梨技術の取り入れが長期を

嬰すること，および社会・経桁・政治(lり~11出要因を指摘

し，さらに余船］t．（llli格の問｝』，最後：こ農業生産のII!:界的
迫在の恒久化を掲げて反論する。したがって「われわれ

が当面する現実ほ，アジアの各用における十分な食粗供

給を可能ならしめるt，笠然性を，最後までつきつめてみる
ことを要求する」といっている。

つぎに経許i}訪Iグ6による収容力期大・もこのような現実か

ら昇＇・急な人口圧力の解決はむずかしく，さらに人 19lり配

分である移民も大板校なものはその土地の政治的文配椛

の殴得をft：ゎ•P：こは不可j'j針に近•<，外国致釦俎（：も各種

条件から安定性に欠けるものがある。そこで「人口圧力

の最も確実な対菜ほ長期(Iりではあるが人[H紬l：の抑1liliこ

ある」と主張するす。なわち手放しの人口刑大が，すで

I;—.,{{-在している役困，不祝序を手のつけられないほどに

佑jめる。ここにおいて危換感をitえないわけにはいかな
いとい?>ている。

以上が本著の簡i単な内容紹介であるが，蚊後にその特

色を， 2, 3拾ってみよう。まず第1に著名は人口J¥"lJJII

のi/!i椛i面に立脚しているということである。元米人口J¥'}

加には石＇i極的幼果と梢極的効果の二面性がある。それは

人1:1J\~I加の場がそれを決定する。東南アジアの国々の経

済椛造という楊を見る時に，その禎板的作用はまず考え

られず，必然的：•こ消極面に立消lすることをしいられるで

あろう。ここに上述のような賠い期待の結i命が滸びかれ

る理由がある。

つぎtマ．説得力でやや欠ける感じが強い。それは経済分

折が総（本的にラ・)で人口と経済が往々乖離するきらいが

あるにもかかわらず，結論はそれらを密珀させた場合iこ

山るものであること，中共に対する呼者の淡疑的恩胆か

ら各所で何ら訴廂Eなく中共の脅戚といったことを持ち込

んでいることなどによるものである。

いずれにせよ広大なアジアを巧み｝こ網羅して現状ゼ汎

瑯ことらえ平j.,tこ田かれていることから，アジアtこ凋心

のある・1号にはだれでも何ら淋門的知政を必要とすること

なく読める万人l匈きであるのは木出の汲大の特色といえ

よう。 ・ （岡査研究部梅原弘光）




